




















































































































































































































































































































































































































































































































山本正男1977 「序説　芸術と表現」『比較芸術学研究 第５集 芸術と表現』美術
出版社pp.5－27.
渡辺護1975『芸術学』東京大学出版会
（注）
１　カントは、ラテン語のrepraesentatioないしexhibitioの翻訳として、Darstellungの
概念を用いたという（cf. ヘンクマン・ロッター 2001：p.240）。
２　山本（1977：ｐ.12）から引用。
3　カンディンスキーは、人間の魂を合目的的に動かす原理を内的必然性の原理と呼んだ。
あるいは、魂の法則が内的必然の法則だともいう。芸術家の内面・精神の表現を著書の
中で繰り返し強調している。参照・カンディンスキー (1958)『抽象芸術論』
４　対照的に、造形芸術は描写（Darstellung）について語られるようになる（cf.ショル
ツ1994：p.24）。
５　シュトゥルム・ウント・ドランク（Strum und Drang）は、1767年から約20年間、
啓蒙主義に代わるプレ・ロマンティシズムのドイツの天才時代をいう。啓蒙主義の合理
的、分析的精神を捨て、汎神論的宇宙観により、空想と感情を解放した。（1971『哲学事典』
平凡社より）
６　ブリンクマンによれば、音楽は人間の内面を表すとか自己自身の表出であるといっ
た観念は、1600年頃のモンテヴェルディ (Monteverdi,C.G.A.1567－1643)の作品にその
萌芽があるという。17世紀がまだ模倣の時代だったとすれば、モンテヴェルディが音楽
で表現した人間の内面とは人間一般の情緒だったかもしれない。
音楽における表現という問題　小池
－19－
７　シェーンベルクの楽曲が20世紀初めにどのように聴かれたかについては、三浦（1995
ｂ）「伝統的調性音楽からの『脱世界』」に詳しい。
８　シェーンベルクからカンディンスキーに宛てた書簡の中で、シェーンベルクが記し
ている言葉である。参照・カンディンスキー／シェーンベルク土肥美夫訳1985『出会い』ｐ.18
９　古代ギリシャでは、ミメーシス、模倣的再現をするということは、「普通の人間には
聞くことのできない神の言葉を聞いて、それを人間の言葉に模倣的に再現する」ことを
指していた。したがって再現の対象は「神的なもの」であり、現象的存在者はイデアを
模倣したイデアの影だった。しかし、現実に存在するものもそれなりの美しさをもって
いるので、それを模倣的に再現し得れば、それもまた素晴らしいこととされ、ミメーシ
スは現実を再現するレアリズムの根拠になっていった（cf.今道1973：pp.83－84.）。
（こいけ　じゅんこ　本学教授）
